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河川法第１条 生物多様性国家戦略
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担当課室 河川環境課

上位政策

課長 中嶋　章雅河川局

一般会計

担当部局庁

良好な水環境・水辺空間の形成・水と緑のネットワー
クの形成、適正な汚水処理の確保、下水道資源の循
環を推進する

20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 10

22年度 23年度要求

-

12 9

事業番号 198

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　(国土交通省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成20年度河川におけるエコロジカルネットワーク形成経費

執行率 - 92.6% 90.6%

- 13

19年度

平成20年度は、河川における生物の生息･生育環境の評価手法について、海外も含めた先進的な事例等の既往知見
を収集し、国内河川への適応に向けた検討を行うとともに、その検討結果をもとに、試行的に2河川において評価を行
い、評価手法の妥当性の検証を行った。
平成21年度は、全国18河川における生物の生息・生育環境に関する課題と地域の取組状況を整理した。うち3河川に
おいて、現地調査及びヒアリングを実施し、その取組内容の詳細調査や樋門・樋管等の構造的課題・改善策の検討を
行い、その結果を、「河川における地域レベルの生物生息環境の連続性確保の指針（案）」としてとりまとめた。

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

河川と農業水路・水田等との間における生物の生息・生育環境の相互の連続性の確保について、評価手法及び求め
られる技術を検討するため、各地方整備局等を対象とした取組状況のアンケート調査をとりまとめるとともに、詳細調査
及び課題の検討を行い、「河川における地域レベルの生物生息環境の連続性確保の指針（案）」を作成する。

本調査は、河川におけるエコロジカルネットワークの形成（河川と農業水路・水田等との間において、樋門・樋管等によ
り分断された生物の生息・生育空間を相互に連結すること）を促すことにより、河川を中心とした地域における生態系及
び生物多様性の回復・保全を図ることを目的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

-

総事業費(執行ベース) - - -

補
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見直しの
余地

【事業廃止】
河川における生物の生息・生育環境の評価手法の検討や現地の実態調査、エコロジカルネットワークに係る指針（案）の作成な
ど、２年間にわたり本事業を進めてきた結果、本事業の内容は概ね終了し、一定の成果が得られたことから、廃止。
ただし、各種のマニュアル、指針、資料、手引き案、評価方法などが成果とのことであるが、このような資料がどの程度利用され
て、政策目標を達成したかが真の成果ではないか。行政評価では、作成物はアウトプット、作成物の効果をアウトカムと呼称する
が、政策評価は操作不可能なアウトカム指標で測定するべきと考える。
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見

【予算科目】
・071 水環境対策費
　・05-95 良好な水環境の形成等の推進に必要な経費　　　（２１年度予算額）　　　　（２１年度決算見込額）
　　　・95016-2129-06 諸謝金　　　　　　　　　　　　　　　　　０百万円　　　　　　　　　　　　　　－
　　　・95016-2122-08 職員旅費　　　　　　　　　　　　　　　　０百万円　　　　　　　　　　　０百万円
　　　・95016-2122-08 委員等旅費　　　　　　　　　　　　　　　０百万円　　　　　　　　　　　　　　－
　　　・95016-2123-09 水環境対策調査費　　　　　　　　　　　　９百万円　　　　　　　　　　　９百万円

今後においても調査手法等の改善を通じ、効果的・効率的な事業遂行に努める。

・打ち合わせ協議により全体計画、業務の進捗状況等の把握を行い、適正に業務が遂行されているか確認を行ってい
る。
・業務の主たる部分に係る再委託は禁止されており、主たる部分以外の再委託については、軽微なもの（印刷、製本、
計算処理、参考書籍・文献購入、消耗品購入、会場借上等）を除き再委託承諾申請書を提出させることになっており、
打ち合わせ協議により、再委託の有無や内容について確認を行っている。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

国土交通省 
９百万円 

Ａ．（財）リバーフロント整備セ

ンター 
（１社） 

９百万円 

職員旅費 

【企画競争】 

・河川におけるエコロジカルネット

ワーク形成に関する企画・立案、情報

の収集等 

・アンケートとりまとめ 
・現地調査・ヒアリングの実施 
・「河川における地域レベルの生物

生息環境の連続性確保の指針

（案）」とりまとめ 
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・河川におけるエコロジカルネット

ワーク形成に関する企画・立案、情報

の収集等 

・アンケートとりまとめ 
・現地調査・ヒアリングの実施 
・「河川における地域レベルの生物

生息環境の連続性確保の指針

（案）」とりまとめ 
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